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町
の
国
際
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リ
ン
の
企
画
 で
、
県
一
 

助
手
を
招
い
て
、
ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン
ガ
 9
 月
 仏
日
、
 

参
加
者
た
ち
は
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
 
を
 受
け
 

な
さ
ん
、
日
本
の
家
庭
料
理
に
大
喜
び
の
 
様
 子
で
作
「
 

消
え
て
い
き
ま
し
た
。
 

そ
の
日
は
町
内
の
家
庭
に
ホ
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に
な
っ
て
あ
り
、
ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン
 
終
 了
 後
、
 

そ
の
対
面
 式
 ガ
行
わ
れ
緊
張
の
中
に
笑
い
声
 か
 た
え
 

ど
 国
 と
 

  
の 

  

蟻 騨き 
か
 け
 は
 

 
 
 
  
 

 
 
 
 

 
  
 

 
  

 

 
 

内
の
国
際
交
流
 員
 、
外
国
語
指
導
 

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

）
日
本
料
理
を
作
り
ま
し
た
。
 
み
 

す
 。
 

ノ
た
 料
理
は
す
べ
て
胃
の
中
へ
と
 

接
 
 
 
Ⅰ
 

て
 
し
 
桂
 
"
 
キ
 
七
 
%
 

再
 

 
 

肪
 
 
 
九
 
の
 
珪
 
捺
 
寅
汚
 

俺
 
に
 
ワ
荻
 

麻
 

し
 

挟僅歴 





  
Ⅰ
 イ
 

 
 

  

」
 

住居表示についての   
ご 質問にお答えします 

    

0. 住居表示によって 、 私たちの日常生活 ガ 便利に 0. 大字名を使って 新しい町名としたらどうかと 忠 

なることほよく 分ガるのですが、 住所の変更に います ガ 使用できませんな ゃ 

伴い、 いろんな手続きや 余分な出費といったこ 「しい町名 は ついては、 町内で類似した 名称に 

とガ 起こってくると 思うのですが……     らないようにすることになっています。 今回 

A. 確かに、 年金や免許証の 住所変更や印刷物の 刷 据 表示を実施する 地域覚には大字 右 が残る地 

り 換えなど、 住民の万にとっては 歓迎せざる 事 i があ り、 郵便物の誤配などの 原因になります 

が 、 一時的にでてきます。 しかし、 これは全国 @ で、 大字名は新町名としては 使えません。 

どこの市町村でも 住居表示の実施にあ たって 避 

けられない課題です。 岡垣町も間もなく 人口が 

三万人を突破いたします。 住居表示は皆さんが 

住みやすいまちづくりをするうえでも、 避け ち @ により今までの 区ガ分断されたり、 近所 つ 
れない事業であ り、 今のこの時期に 住居表示 事       あ い カ 変わってこないように、 現在の行政区 

業を行うことにご 理解とご協力をお 願いいたし や 隣組を考慮して、 新町界や街区を 決定するこ 

ます。 とはできませんか ? 

A. 住居表示は、 行政区や隣組の 再編成が目的では 

あ りません。 新町界や街区割りは、 将来を見越 

して変化の少ない 道路や河川などを 境界とする 

Q. この住所変更は ガ きは、 何枚もらえるのでしょ ことが基本です。 町 名や街区割りと 現在の隣組 

ラか や が 一致しなくても、 自治会活動や 近所づきあ い 

A. 一般世帯については、 一世帯当たり 50 枚、 法人 は 何ら変わることはあ りません。 

事業所については、 200 枚を限度に必要枚数を 

実施前に配布いたします。 なお、 実施は 10 月を 

予定していますので、 年賀状を利用して 新住所 

をお知らせするのも 一つの方法であ ろうかと居、 Q. 住居表示ガ行われた 場合の 、 新しい「住居番号」と 

います。 「地番上使い 分け ガよ く分ガのませんが…‥。 

A. 新しい「住居番号」は、 住宅や事務所などの 住 

所を表すときのみ 使います。 不動産や本籍を 表   
す 場合には、 引き続き「地番」を 使います。 

0. 旧住所で来た 郵便物 は 、 いつまで配達してもら 
えるのでしょう ガ ? 

A. 住居表示実施後もしばらくは、 旧住所の書かれ   
た 郵便物が送られてくると 思います。 その場合、 Q. その「地番」 ほ 、 今のものをそのまま 使うので 

郵便局では可能な 限り、 新住所に読み 替えて 配 すガ ? 

達されるそうですが、 できるだけ速く 「住所変 A. そうです。 不動産などの 地番そのものは 原則と 

夏 はがき」 ( 無料 ) を利用して親戚・ 知人・ 得 して変わりません。 しかし、 町名が変わり 字が 

意 先などに、 新しい住所を 連絡していただきた 廃止されるため、 不動産や本籍の 表示方法は 、 

いとの事です。   
例えば「岡垣町東商 陽 1 丁目 000 番地」と ぃ 

うようになります。 なお、 本籍については、 新 

戸籍を作るときや 転籍 居 によって、 住居表示で 

使う「街区符号」 ( 番 ) を使用することもでき 
  ます。 
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特集 住居表示 
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民
 年
金
」
に
加
入
し
、
将
来
共
通
の
 

「
基
礎
年
金
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
個
人
年
金
や
生
命
保
険
は
 、
 

に
 
加
入
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
 

、
ヮ
 
・
 

八
歳
か
ら
㎝
 

ま
で
の
人
は
、
す
べ
て
「
 

歳
 
国
 す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
は
国
民
全
員
が
参
加
す
 

る
仕
組
み
を
取
っ
て
お
り
、
個
人
の
 

意
志
で
参
加
の
是
非
を
決
め
る
こ
と
 

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
個
人
年
金
な
ど
に
 入
 

る
か
ら
と
い
っ
て
、
国
民
年
金
の
保
 

険
 料
を
納
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
 許
 

的
 年
金
は
、
お
互
い
の
支
え
合
い
で
し
て
い
ま
す
。
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に
 加
入
し
て
い
る
の
で
、
国
民
年
金
の
上
昇
や
生
 

活
水
準
の
向
上
に
対
応
 

の
上
昇
に
応
じ
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
 

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
迫
入
し
て
い
ま
 

す
。
 又
 、
税
制
面
に
お
い
て
も
私
的
 

年
金
の
所
得
控
除
は
 5
 万
円
が
限
度
 

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
的
年
金
の
 

保
険
料
は
全
額
所
得
控
除
が
認
め
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
公
的
年
金
は
将
来
 

に
わ
た
っ
て
実
質
価
値
を
維
持
す
る
 

た
め
に
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
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●社会福祉協議会 宕 三日目 - 三 940 

 
 

 
 

法
律
の
内
容
は
、
人
権
教
育
及
び
 

 
 

啓
発
に
関
す
る
施
策
の
推
進
並
び
に
 

人
権
侵
害
の
救
済
に
関
す
る
施
策
を
 

国
の
責
務
と
定
め
、
委
員
二
十
人
で
 

こ
の
法
律
は
、
同
和
問
題
を
経
緯
組
織
す
る
審
議
 会
 が
法
務
省
に
設
 冊
 

と
し
、
国
の
地
域
改
善
対
策
協
議
会
さ
れ
ま
し
た
 。
こ
の
法
律
は
五
年
で
 

の
 悪
尻
具
申
を
ふ
ま
え
、
「
人
権
の
失
効
し
ま
す
 
 
 

擁
託
 に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い
 

人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関
す
る
 施
 

て
 、
必
要
な
体
制
を
整
備
し
、
も
っ
策
は
、
施
行
 後
、
二
年
間
を
目
途
に
 、
 

て
 人
権
の
擁
護
に
賛
す
る
こ
と
を
白
人
権
侵
害
の
 
被
 生
口
者
救
済
に
つ
い
て
 

的
と
す
る
」
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し
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、
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成
 9
 年
 3
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後
 五
年
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を
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途
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寧
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長
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含
め
る
と
約
百
種
類
い
 

ま
す
。
 

ダ
ニ
 
は
 
、
 
食
べ
る
 

エ
 
サ
の
 

種
類
に
よ
っ
て
住
む
と
こ
ろ
 

決
ま
り
、
私
た
ち
の
生
活
を
 

Ⅰ
脅
か
す
も
の
や
、
自
然
界
で
 

ヵ
ビ
 

集
 

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
・
 

情
熱
を
活
か
し
て
み
ま
せ
 

ん
か
 
（
青
年
海
外
協
力
隊
員
）
 

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協
力
 

事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の
事
業
 

で
す
。
 

応
募
資
格
四
歳
か
ら
㏄
 蔵
 ま
で
 

募
集
期
間
 
印
月
 ぱ
目
（
水
）
か
ら
 

Ⅲ
 月
 ㎝
 日
 （
日
）
ま
で
 

選
考
試
験
一
次
（
筆
記
）
・
二
次
 

（
面
接
 
-
 

派
遣
期
間
二
年
間
 

派
遣
職
種
農
林
水
産
・
加
工
・
 保
 

寸
 操
作
・
土
木
建
設
・
教
育
文
化
・
 

ス
ボ
ー
ツ
部
門
な
ど
約
百
四
十
職
種
 

を
食
べ
た
り
、
バ
ク
テ
リ
ア
を
 

増
や
さ
な
い
働
き
を
す
る
善
玉
 

の
 ダ
ニ
 が
い
ま
す
。
 

私
だ
ち
の
生
活
を
脅
か
し
て
 

い
る
 ダ
ニ
 
の
繁
殖
を
防
止
す
る
 

た
め
に
は
そ
の
習
性
を
知
る
こ
 

と
が
大
切
で
す
。
室
内
で
見
ら
 

れ
る
 ダ
ニ
 
の
種
類
や
数
は
、
そ
 

の
場
所
や
住
居
の
新
旧
に
 よ
 り
 

違
い
が
あ
り
ま
す
。
 

ダニ の被害の防止 
0 ダニ は湿気が高いと 発生しやすくな 

ります。 窓を開け風通しを よ くする 

0 人やぺットから エ サとなる アヵやフ 

ケ が落ちます。 毎日掃除に ，ひ がける。 

家の中で見られる エササラダ 二 4.7 ヵ 

ホコリダ 二 3.32 

住居内で見られる ダニ の種類でみると、 
チリ ダニ が大半を占め、 床の材質でみると、 
カーペットが 最も多いことがわかります。 

米 説明会の目時及び 場所 

Ⅱ同 l6 日 ( 木 ) 、 l 円 ll 日 ( 火 ) 
アクロス福岡 7 Ⅰ大会議室 

l 円 l6 日 ( 日 ) 

I Ⅱ同 2l 日 ( 火 ) l 小倉 KMM ビル & Ⅰ第 3 . 4 会議室 l 

I ll 月 4  日 ( 火 ) I Ⅲ CA 九州国際センター   

@0 同 29 日 ( 水 ) 、 l@2l 日 ( 金 )  久留米ハイネスホテル 千歳、 雅の間   
①いずれの会場も l8 時 30 分からⅢ時まで   

問い合わせ 
0 国際協力事業団九州国際センター 穴 093 づ 7l 円 349 

0 福岡県企画振興部国際交流 課 a@ 092-651-2475 

の
 先
祖
が
育
て
、
育
て
ら
れ
て
き
た
 

集
合
場
所
・
時
間
 

そ
こ
で
、
最
初
の
企
画
と
し
て
、
 

三
里
松
原
の
散
歩
を
実
施
し
ま
す
。
 

歴
史
文
化
研
究
会
で
は
、
私
た
ち
と
 

き
 

Ⅱ
 月
 2
 日
（
日
）
 

こ
と
を
デ
ー
 て
 に
取
り
組
む
計
画
を
 

一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
 

立
て
て
い
ま
す
。
 

三
里
松
原
を
「
知
り
、
守
り
育
て
る
」
 

Ⅹ 盟 問拷 集 時と を も 加 
南一 い 参会集 楽 お し /l 、 
天官舎す場合き し待て ・ 

0 2 わ る 所 く ち く 中 
場 8 せ物 
ム 口 2     10 月ごてさ 過しだ，単 生 
は l 横井 茶                   
白 9 失当屋 日 ま ま 。 皆 ソあ l 文 さま 
上 2 寸 ・ 前 一しず保さ 
し 1 行水瓜 上 ょ 。 誰ん 
ま 2 一衛 場 一う 秋吉 " い登 

  
0 務 歴集 

すへ登 
  午前 。 のの多 一拳 数 

出 に 
  

連     日 カロ 参 出 会 

  
②更生医療に 関すること ③身体 

障害者更生援護施設等への 入所に 

関すること ④身体障害者手帳 交 

付に関すること 

持参与 身体障害者手帳 ・戦傷病 

者手帳 ・印鑑 

問い合わせ 岡垣町役場福祉課 
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「
保
存
」
と
い
う
言
葉
は
自
然
や
 

環
境
問
題
に
関
し
て
よ
く
聞
き
ま
す
 

ね
。
地
球
の
資
源
い
わ
ゆ
る
水
、
森
 

や
 エ
ネ
ル
ギ
ー
を
保
存
ず
る
の
は
 国
 

境
を
超
え
る
世
界
一
体
の
問
題
で
あ
 

る
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
日
本
を
 

含
め
て
、
各
国
の
地
方
で
も
自
然
保
 

存
 協
力
が
必
要
で
す
。
豊
か
な
山
と
 

海
に
挟
ま
れ
て
い
る
岡
垣
町
に
と
っ
 

て
も
自
然
保
存
は
大
事
に
し
て
い
ま
 

ず
 。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
 

来
た
私
は
日
本
に
い
る
経
験
の
お
か
 

げ
で
「
保
存
」
と
い
う
の
は
自
然
の
 

こ
と
以
上
に
広
 い
 意
味
が
あ
る
と
 埋
 

解
 が
出
来
ま
し
た
。
 

8
 年
前
初
め
て
日
本
に
来
た
時
、
 

出
 、
田
ん
ぼ
 や
 海
が
き
れ
い
で
す
が
 

道
路
、
家
や
店
な
ど
は
ど
こ
で
も
 日
 

本
は
狭
い
と
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
 

そ
し
て
何
で
も
小
さ
い
と
び
っ
く
り
 

し
ま
し
た
。
軽
の
車
を
見
る
の
は
 初
 

め
て
で
し
た
。
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
 

血
や
カ
ッ
プ
を
見
た
ら
、
マ
マ
ご
と
 

で
 使
っ
た
お
も
ち
や
を
思
い
出
し
ま
 

し
た
。
学
校
の
か
ば
ん
、
教
科
書
や
 

そ
の
時
か
ら
日
本
の
物
や
習
 %
 を
 

素
晴
ら
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
 

し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
四
つ
の
 

機
械
が
必
要
な
の
に
日
本
の
一
つ
の
 

機
械
、
竜
子
レ
ン
ジ
は
オ
ー
ブ
ン
 
、
 

 
 

な
れ
る
の
が
特
に
利
口
的
だ
と
思
 
い
 

ま
し
た
。
そ
れ
で
店
の
土
地
の
半
分
 

以
上
が
駐
車
場
に
な
る
ア
メ
リ
カ
人
 

に
と
っ
て
日
本
の
立
体
駐
車
場
や
 
タ
｜
 

ン
 デ
フ
ル
一
方
向
変
換
機
）
も
す
ご
 

い
 考
え
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
 

布
団
を
毎
朝
片
付
け
る
と
、
部
屋
が
 

一
日
中
ベ
ッ
ド
で
邪
魔
し
て
い
る
 私
 

の
 ア
メ
リ
カ
ム
口
米
国
に
あ
る
部
屋
と
 

同
じ
大
き
さ
に
な
る
と
も
気
が
っ
 
き
 

こ
ん
ぶ
 、
 さ
ざ
 え
 、
や
ま
れ
も
、
 
し
 

し
 や
も
な
ど
の
伝
統
的
日
本
料
理
は
 

私
に
と
っ
て
見
た
こ
と
が
な
い
物
で
、
 

ま
さ
か
食
べ
る
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
 

た
 。
で
す
が
、
皆
は
よ
く
食
べ
て
い
ま
 

し
た
。
 プ
 
て
の
上
に
こ
の
珍
し
い
食
べ
 

物
は
 グ
ル
メ
と
皆
が
言
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 衆
 国
で
こ
う
い
 

ぅ
 物
を
食
べ
ら
れ
る
と
は
思
わ
な
い
 

私
に
と
っ
て
グ
ル
メ
で
も
最
初
は
ま
ず
そ
 

う
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

し
か
し
徐
々
に
日
本
に
な
れ
た
ら
、
 

「
ど
う
し
て
」
日
本
料
理
に
こ
う
い
 

ぅ
 物
が
あ
る
の
か
と
理
解
が
出
来
ま
 

し
た
。
ロ
本
は
海
と
山
の
国
だ
か
ら
 

食
べ
物
も
そ
ご
に
限
る
の
で
、
周
り
 

保
存
を
が
ん
ぼ
っ
て
 
り
 る
 日
本
 

Cathe 「 in 
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国
 

 
 

e
 

 
 

文
房
具
も
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
は
な
い
か
 

と
 最
初
に
思
い
ま
し
た
。
大
き
い
ほ
 

ど
 良
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 
衆
 国
の
 

感
覚
か
ら
狭
い
か
ら
物
が
小
さ
い
 
日
 

本
に
対
し
て
不
便
と
不
自
由
だ
と
 思
 

い
ま
し
た
。
 

し
か
し
日
本
の
生
活
に
少
し
な
れ
 

た
ら
道
は
狭
い
か
ら
軽
の
車
が
必
要
 

で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
大
き
い
家
庭
 

用
の
機
械
を
家
に
入
れ
る
の
は
確
か
 

に
 無
理
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
自
転
 

車
 、
電
車
、
徒
歩
と
長
い
時
間
か
か
 

る
 通
学
を
毎
日
す
る
よ
う
に
な
っ
た
 

ら
か
ば
ん
が
軽
く
て
う
れ
し
か
っ
た
 

で
す
。
だ
ん
だ
ん
「
ど
う
し
て
」
 日
 

本
 で
は
物
が
小
さ
い
か
と
分
か
っ
て
 

き
ま
し
た
。
 

ま
し
た
。
そ
し
て
毎
日
学
校
で
、
お
 

母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
を
 

見
て
、
こ
ん
な
狭
い
と
こ
ろ
に
こ
ん
 

な
 ご
ち
そ
う
を
包
む
こ
と
が
出
来
て
 、
 

本
当
に
上
手
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 日
 

本
は
仕
方
が
な
い
狭
さ
に
対
し
て
ど
 

う
い
う
ふ
う
に
解
決
し
て
い
る
か
と
 

観
察
し
て
感
動
し
ま
し
た
。
物
を
小
 

さ
く
す
る
の
と
限
り
あ
る
空
間
を
上
 

手
に
使
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
 

私
は
空
間
の
「
保
存
」
に
つ
い
て
 勉
 

強
 に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

日
本
に
生
活
す
る
経
験
の
お
か
げ
 

で
 食
べ
物
の
「
保
存
」
に
関
し
て
も
 

目
 が
さ
め
ま
し
た
。
世
界
の
中
で
日
 

本
の
料
理
は
特
異
だ
と
言
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
そ
し
て
初
め
て
日
本
に
来
て
 

に
あ
る
も
の
が
日
本
料
理
に
な
る
わ
 

け
で
す
。
そ
し
て
も
っ
と
考
え
た
ら
、
 

が
 変
わ
り
ま
し
た
。
で
」
れ
は
食
べ
 

し
て
捨
て
ず
、
全
部
の
部
分
を
使
 う
 

そ
の
限
り
が
あ
る
周
り
か
ら
日
本
人
 

て
い
る
し
、
そ
の
上
に
食
べ
物
を
残
 

は
 徹
底
的
に
食
べ
物
の
資
源
を
使
っ
 

か
ら
日
本
料
理
は
ま
た
 え
ち
 い
と
 気
 

る
 前
に
「
頂
き
ま
す
」
と
三
口
う
よ
う
 

に
 何
で
も
命
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
 

仏
教
の
影
 饗
 で
し
ょ
う
 ご
 

日
本
料
理
を
何
で
も
食
べ
て
、
 日
 

本
 で
は
食
べ
物
を
大
事
に
し
て
い
る
 

か
ら
感
心
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
 含
 

衆
 国
で
は
缶
を
食
べ
る
時
、
頭
、
 尻
 

尾
 、
卵
や
骨
を
絶
対
食
べ
ま
せ
ん
が
、
 

日
本
で
は
何
も
残
ら
ず
全
て
食
べ
ま
 

ず
 。
牛
肉
の
場
 ム
ロ
 
、
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 衆
 

国
 で
勝
手
に
捨
て
て
し
ま
う
 筋
、
ホ
 

ル
モ
ン
 や
 タ
ン
グ
な
ど
の
部
分
を
日
 

本
 で
は
ま
た
大
事
に
食
べ
て
い
ま
す
。
 

ほ
 う
 れ
ん
そ
 う
 の
 華
 や
か
 ぼ
 ち
ゃ
の
 

皮
な
ど
を
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 
衆
 国
で
は
い
 

つ
も
捨
て
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
 

食
べ
た
ら
お
い
し
い
の
で
捨
て
る
の
 

は
 勿
体
な
い
と
分
か
り
ま
し
た
。
 そ
 

し
て
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
米
国
で
は
全
然
 
気
 

に
し
な
い
け
ど
、
日
本
で
は
ご
飯
を
 

最
後
の
一
粒
ま
で
ち
や
ん
と
食
べ
る
 

の
に
も
感
心
し
ま
ず
。
周
り
の
限
り
 

と
 仏
教
の
信
仰
に
従
っ
て
、
日
本
科
 

埋
は
 グ
ル
メ
だ
し
、
食
べ
物
に
関
し
て
 

と
て
も
保
存
的
だ
し
、
尊
敬
し
ま
す
。
 

自
然
、
空
間
や
食
べ
物
の
資
源
な
 

ど
の
面
で
「
保
存
」
に
力
を
入
れ
て
 

い
ま
す
が
、
日
本
は
ま
だ
あ
ん
ま
り
 

保
存
し
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
 

一
 つ
は
 包
装
の
習
慣
だ
と
思
い
ま
す
。
 

お
土
産
を
見
た
ら
、
お
菓
子
は
包
装
 

紙
の
中
の
箱
の
中
の
ヴ
ィ
ニ
ー
ル
の
 

中
の
ト
レ
イ
の
中
で
一
個
ず
つ
で
 包
 

ん
で
あ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
に
行
く
 

と
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
は
サ
ラ
ン
・
 ラ
 

ッ
プ
と
 ト
レ
イ
に
包
ん
で
い
る
し
、
 

い
ら
な
い
く
ら
い
袋
を
も
ら
い
ま
す
。
 

店
で
買
い
物
す
れ
ば
、
ヴ
ィ
ニ
ー
ル
 

に
 包
ん
で
 
い
 る
品
物
を
紙
袋
に
入
れ
、
 

そ
し
て
持
つ
と
こ
ろ
が
付
い
て
い
る
 

袋
 に
ま
た
入
れ
ま
す
。
と
て
も
丁
寧
 

で
き
れ
い
な
包
装
の
仕
方
は
プ
レ
ゼ
 

ン
ト
 を
あ
げ
る
時
や
店
か
ら
運
ぶ
 時
 

に
 便
利
で
す
が
、
こ
れ
で
ご
み
が
い
 

っ
 ぱ
い
に
な
り
ま
ず
。
そ
し
て
ご
み
 

の
 増
大
あ
る
い
は
処
分
が
問
題
に
な
 

っ
て
い
ま
す
の
で
、
も
う
少
し
保
存
 

的
に
包
装
の
仕
方
を
考
え
れ
ば
 
い
い
 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

私
は
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
 衆
 国
か
ら
、
 
違
 

う
 文
化
の
日
本
に
来
て
 、
 狭
さ
や
 食
 

べ
 物
な
ど
に
対
し
て
、
初
め
は
疑
問
 

や
 嫌
悪
が
あ
り
ま
し
た
が
、
「
ど
 う
 

し
て
」
 違
 う
か
と
分
か
っ
た
ら
、
 

勉
 

強
 に
な
っ
て
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
り
 

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
は
 

日
本
か
ら
世
界
の
人
々
に
な
っ
て
 い
 

ま
す
の
で
、
保
存
的
な
包
装
に
な
る
 

の
に
は
最
初
は
い
や
が
る
か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
が
、
「
ど
う
し
て
」
保
存
す
 

る
の
が
大
切
な
の
か
と
理
解
が
出
来
 

た
ら
、
環
境
に
い
い
包
装
の
仕
方
に
 

尊
敬
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

「
保
存
」
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
 ｜
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